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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つ目は実際に日本でナイトタイムエコノミーをやるとしたらについて発表したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず日本でナイトタイムエコノミーを行うにあたって場所はとても大切なポイントです。僕たちは訪日外国人をターゲットにしており、日本では2020年に東京オリンピックが行われることもあり、ナイトタイムエコノミーを行う場所を東京が最適だと考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に日本でどのようなナイトタイムエコノミーにしていくかについてです。　日本では、訪日外国人の需要にこたえるため4つの観点からコンテンツを整備しようと考えます。まず1つ目は居酒屋や寺神社巡りなどの日本の固有性です。2つ目はツアー、クルーズなどの地域の交流です。3つ目はパブ、バーなどの親近感です。4つ目は最先端建物、アトラクションなどの最先端です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その4つの観点をもとに僕たちが注目するスポットは、ロボットレストランと東京パブです。ロボットレストランはロボットやダンサーによるショーをみながら食事をとれる非日常を体験できる場所で内装も派手で訪日外国人にや好む音楽なども流してもらえます。東京パブは友達同士、初対面の方、旅行者などとともにバーを巡りながら交流を図ることができる場所で、訪日外国人にも優しくバイリンガルスタッフや翻訳機の利用などによる多言語対応を行っており、海外の方でも気軽に楽しめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、日本でナイトタイムエコノミーを行う場合3つの問題点が出てきます。1つ目は労働環境2つ目は交通アクセス3つ目は街の環境です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目の交通アクセスは公共交通機関は深夜運行を行っていないことや深夜運行の採算性の確保や人手不足が問題点です。まず公共交通機関は深夜運行を行っていないことの解決策は、交通機関、対象路線を決めることが挙げられます。また採算性の確保の解決策は夜間交通による受益者から財政確保できる仕組みのせいりを行うことです。人手不足の解決策は電車やバスなどは資格や免許が必要の仕事なのでなかなか人手を探すのは難しいので深夜運行は1時間に数本など少ない本数で少ない人手で回せるように運行本数を決めることが重要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3つ目の町の環境は夜の街の安全性やごみや騒音などによる環境悪化があります。この解決策は無料Wi－Fiや緊急電話などの通信環境の設備や警察などと協力してセキュリティー強化を行って暴力などを防止することです。又環境悪化はゴミ箱の設置や公共団体などと協力してゴミ拾いや見回りなどボランティア組織を作ることが挙げられます。
以上のことがよくなればより良いナイトタイムエコノミーが行えると考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本版パープルフラッグ試案は防災カメラの設置や民間交番等の活動拠点の設置を含めた防災ボランティア活動の促進は、各店舗が所在する街における安心安全の確保のために有効な手段であることから、事業者、地域住民、警察、地方公共団体、防犯ボランティア団体等が相互に連携しながら、これらの取り組みを推進する事です。
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